
令和 3 年度

工  事  設  計  書

岩手中部水道企業団

課  長 主　幹 課長補佐 係　長 設計者 精算者

着　手
期　日

自 年 月 日

摘
 
 
 
 
要

自 年 月 日 上段：当初設計

完　了
至 令和 3 年 11 月 19 日 下段：変更設計
至 年 月 日 歩 掛 適 用 ：岩手県令和02年10月公共歩掛(R0304復興歩掛)

工 　 期 　日 　数 日
基礎単価適用 ：令和03年05月01日付 公共
機械損料適用 ：令和02年10月01日付 公共機械損料

工 　事 　番 　号
 

第 号
工 種 区 分 ：機械設備
施工地域区分 ：補正なし
前 金 払 い ：３５％を超える場合
冬期労務補正 ： ％

施 　工 　場 　所 北上市二子町坊舘地内
契約保証補正 ：発注者が金銭的保証を必要とする場合

工 　　 事　 　名 北上川浄水場取水ポンプ用電動仕切弁修繕工事

設 　計 　金 　額
金 円也

工  事  概  要

別紙のとおり



名         称 数  量 単  位 摘                       要
取水ポンプ用電動仕切弁オーバーホール 2.0 台 （No.2、No.3）

工

事

の

概

要



消 費 税 相 当 額 算 定 調 書 上段：当初設計
下段：変更設計

設 計 額 (円) 請 負 額 (円) 摘           要

工  事  価  格 （A）

A E

E：入札書記載金額

(税 抜 価 格)
A1 E1

E1＝A1×請負率

消 費 税 対 象 額 (B)

B F

B1 F1

消 費 税 相 当 額 (C)

C G

G＝F×

C1 G1

G1＝ F1×

請  負  工  事  費

D H

請負率 H/D＝

(D = A + C)
D1 H1



北上川浄水場取水ポンプ用電動仕切弁修繕工事

本 工 事 費 内 訳 書

費  目  ・  工  種  ・  種  別  ・  細  目 数  量 単位 単     価 金 額 明細単価番号 基 準

取水ポンプ用電動仕切弁修繕工事

1    式
【整備工事】

1    式
 材料費

1    式
 直接材料費

1    式
 パッキン類

2    個
リミットスイッチ

2    個
トルク・インターロック用マイクロスイッチ

6    個
スペースヒーター

2    式
 端子台

2    式

岩手中部水道企業団
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北上川浄水場取水ポンプ用電動仕切弁修繕工事

本 工 事 費 内 訳 書

費  目  ・  工  種  ・  種  別  ・  細  目 数  量 単位 単     価 金 額 明細単価番号 基 準

 機内配線材

2    式
 グリース

2    式
 ボルト・ビス類

2    式
 雑材消耗品

1    式
 補助材料費

1    式
 労務費 

1    式
 一般労務費

1    式
 点検技術者

人
 機械工

人

岩手中部水道企業団
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北上川浄水場取水ポンプ用電動仕切弁修繕工事

本 工 事 費 内 訳 書

費  目  ・  工  種  ・  種  別  ・  細  目 数  量 単位 単     価 金 額 明細単価番号 基 準

 電工

人
 直接経費

1    式
 機械経費(率化)

1    式
 仮設費(率化)

1    式

 直接工事費計(整備工事)

1    式
 共通仮設費計

1    式
 共通仮設費(率化)

1    式
 共通仮設費率分

1    式
 純工事費

1    式

岩手中部水道企業団
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北上川浄水場取水ポンプ用電動仕切弁修繕工事

本 工 事 費 内 訳 書

費  目  ・  工  種  ・  種  別  ・  細  目 数  量 単位 単     価 金 額 明細単価番号 基 準

 現場管理費

1    式
 整備工事原価

1    式
 設計技術費

1    式
工事原価

1    式
 一般管理費等

1    式
工事価格

1    式
 消費税等相当額

1    式
合計

岩手中部水道企業団
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仕様書 

１ 適用範囲 

 この仕様書は、北上川浄水場取水ポンプ用電動仕切弁修繕工事（以下「工事」

という。）に適用する。 

２ 目 的 

 この工事は、正常な状態を保持するためにオーバーホールを行うことを目的と

する。 

３ 基本事項 

この工事は、契約書、仕様書に基づき行う。 

４ 法令の遵守 

この工事にあたって、関係する法律、政令、条令等を遵守すること。 

５ 災害公害の防止 

 関連する法規に従い、災害・公害の防止に努めること。また、第三者に損害を

与えないように有効な措置を実施すること。 

６ 工事内容 

取水ポンプ用電動仕切弁（No.2、No.3）のオーバーホール。 

７ 工程等の打合せ 

 請負者は、発注者と工程等について事前に打合せを行い、工事を円滑に進める

こと。 

８ 提出書類 

請負者は、この工事の施行に伴い次の書類を発注者に提出すること。 

(1) 着手時

ア 工事工程表

イ 現場代理人等通知書

ウ 施行計画書

(2) 完了時（各２部ずつ）

ア 完成届

イ 完成図書

ウ 工事写真帳

エ 工事日報

(3) その他

 発注者が必要と認め請求した書類 

９ その他 

(1) 作業箇所において、異常を発見したときは、すみやかに監督員に報告すること。 

(2) この工事には、廃材処分も含むものとし、その処理方法については、廃棄物の
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処理に関する法律及びその他法令に定めるところに従い、適切に処分すること。 

(3) 設計図書に特に明示していない事項であっても、作業上必要なものは、請負者

の負担において処理すること。 

(4) 特に定めのない事項については、すみやかに発注者に報告し、指示を受けて処

理すること。 

(5) 作業は原則として平日に行うこと。

(6) 作業終了後、現場の清掃を実施すること。



 「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、
 同院発行の5万分の1地形図及び2万5千分の1地形図を使用した
 ものである。（承認番号　平18 総使、第295-159号）」    

  北海道地図株式会社
 1:50000
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